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人　口
男
女
世帯数

わたしたちの町わたしたちの町
12,787人
6,146人

　６，641人
４，７43世帯

４月1日現在
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平成30年度当初予算　　　
　   

会計名

合　計

当初予算額

用語の説明

一 般 会 計
国民健康保険事業
後期高齢者医療保険事業
介護老人保健施設事業
介護サービス事業
訪問看護ステーション事業
公共下水道事業
農業集落排水事業
合併処理浄化槽事業
仁多発電事業
三井野原スキーリフト事業
国営農地開発事業
農業用小水力発電事業
奥出雲病院事業
水道事業
　　特別会計等   計

特
　
別
　
会
　
計
　
等

135億8,000万円
15億6,571万円
3億8,363万円
3億5,798万円
3億8,120万円
2,778万円

2億8,010万円
5億2,850万円
1億7,130万円
1億3,280万円
1,738万円
501万円

2,825万円
24億9,070万円
12億3,450万円
76億484万円

211億8,484万円
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ま
た
、普
通
建
設
事
業
等
に
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新
規
町
債
発
行
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抑
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し
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▼
町
で
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済

や
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件
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建
設
事
業
等
の
予
算
は
２０
億
１

４
０
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全
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。

　

ま
た
、補
助
費
や
物
件
費
な
ど
の

消
費
的
経
費
は
、前
年
比
０・５
％

減
の
４３
億
８
６
４
１
万
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全
体
の

３２・３
％
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
の
特
徴

当
初
予
算
の
特
徴

歳
　
出

歳
　
入

町民１人あたり

165万6,749円
※人口 12,787人（4月1日現在）

・神話とたたら製鉄の郷 奥出雲の仕事づくり事業    
・路線バス整備事業    
・地域情報化施設設備整備事業    
・まち・ひと・しごとセンター関連事業    
・コミュニティセンター設備改修事業    
・可燃物処理センター施設改修事業    
・最終処分場水処理施設改修事業    
・玉峰山荘大規模改修事業    
・中山間地域等直接支払交付金事業    
・多面的機能支払交付金事業    
・農業基盤整備促進事業    
・プレミアム付商品券発行事業    
・除雪車購入事業    
・町道等道路整備事業    
・橋梁長寿命化補修事業    
・三成公園ホッケー場整備事業    
・消防ポンプ車整備事業    
・耐震性貯水槽設置事業    
・教育魅力化関連事業    
・三成小学校整備事業    
・横田小学校プール改築事業    
○平成２９年度からの主な繰越事業    
・町道等道路整備事業  
・三成公園ホッケー場整備事業  
・公共土木施設災害復旧事業  生活保護、児童手当、医療費などに使うお金

職員・特別職の給与、議員・各委員会委員の報酬などに
使うお金

道路、公共施設整備などのために借り入れた町債の
返済に使うお金

扶助費

公債費

人件費

道路、橋、学校、公園などの建設、整備に使うお金

業務委託料、使用料、物品調達などに使うお金

公共施設などの修繕に使うお金

各種事業、団体への補助金や負担金として使うお金

投資及び出資金、貸付金、積立金などに使うお金

普通建設事業費

物件費

維持補修費

補助費等

その他

1,821万円 
2,576万円 
8,684万円 
2,104万円 
6,705万円 
5,496万円 
3,380万円 

2億1,156万円 
3億6,053万円 
2億1,645万円 
3,490万円 
1,077万円 
5,250万円 

7億1,843万円 
5,136万円 
5,340万円 
2,356万円 
4,019万円 
2,350万円 
4,607万円 
1,873万円 

2億4,873万円 
3億1,210万円 
1億5,440万円 

議会費
町議会の活動・運営の
ためのお金

総務費
全般的な管理事務、徴
税、戸籍、統計、選挙
などのお金
民生費
生活保護、児童手当な
どの福祉のためのお金
衛生費
ごみ処理の経費や健
康増進のためのお金
労働費
失業対策や勤労者の
福利厚生のためのお金

農林水産業費
農業・畜産業・林業の
振興のためのお金
商工費
商工業や観光の振興
のためのお金

土木費
道路や公園、住宅の整
備・維持管理のための
お金
消防費
消防活動のためのお金

教育費
小・中学校教育、公民
館などのためのお金

公債費
借入金の返済のため
のお金
諸支出金
普通財産を取得する
ためのお金

予備費
予定外の支出、予算を
超過した支出へ対応
するためのお金

町税町税
町民税、固定資産税など

繰入金繰入金
基金（貯金）や特別会計
から入ってくるお金
使用料及び手数料使用料及び手数料
情報や公民館の使用料、
証明書の交付手数料な
ど

分担金及び負担金分担金及び負担金
事業の実質負担などのお金

寄附金寄附金
ふるさと応援寄附金など

諸収入ほか諸収入ほか
どの費目にも含まれない
収入

地方交付税
税収の少ない町に一定の
サービスが提供できるよ
う、国から交付されるお金

町債
施設整備や道路改良な
どのために国や金融機
関から借り入れるお金

県支出金
県が認めた特定の事務
事業に対して交付される
お金

国庫支出金
国が認めた特定の事務事
業に対して交付されるお金
地方消費税交付金
国が徴収した税金から基
準に従い交付されるお金

地方譲与税

利子割交付金ほか
県が徴収した利子に掛かる税金
から交付されるお金など

国が徴収した税金から基
準に従い譲与されるお金

一般会計  １３５億８，０００万円
前年度当初予算（１４４億４千万円）と比較して６．０％、８億６千万円の減

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源会計別の当初予算

性質別に歳出を見てみると…平成30年度の主な事業 平
成
30
年
度
当
初
予
算

平
成
30
年
度
当
初
予
算

人件費
13億1,480万円
（9.7%）

公債費
23億4,249万円
（17.2%）

普通建設事業費
20億1,400万円
（14.8%）

物件費
15億2,346万円
（11.2%）

維持補修費
1億7,416万円
（1.3%）

維持補修費
1億7,416万円
（1.3%）

補助費等
26億8,879万円
（19.8%）

その他
21億5,006万円
（15.9%）

扶助費
13億7,224万円
（10.1%）

8,580万円（0.6%）

9,396万円 （0.7%）

3億3,251万円（2.5%）

2億540万円（1.5%）
19億7,983万円
（14.6%）

11億7,660万円
（8.7%）

64億9,800万円
（47.9%）

14億2,620万円
（10.5%）

10億2,288万円
（7.5%）

11億5,628万円
（8.5%）

3,358万円 （0.2%）

1億2,130万円（0.9%）

2億2,270万円（1.6%）

5億4,127万円
（4.0%）

7億4,932万円
（5.5%）22億1,552万円

（16.3%）

17億4,496万円
（12.8%）

19億6,161万円
（14.5%）

19億811万円
（14.1%）

23億4,251万円
（17.2%）

1億8,033万円（1.3%）

6億9,230万円（5.1%）

1,000万円（0.1%）

800万円 （0.1%）

4億3,699万円（3.2%）

1,404万円 （0.1%）



　３月１２日、平成２９年度奥出雲町良質米品評会の
表彰式が役場仁多庁舎で行われました。今年度も多
くの米生産者の皆様から米をご出品いただきました。
厳正な審査の結果、次の方々が各部門で受賞されま
した。
　今後とも、生産農家の皆様には高品質で良食味の仁
多米生産に努めていただきますようお願いいたします。

うるち米の部（出品数５４点）
最優秀賞　藤原　勇人さん（阿井）
優秀賞　　稲岡　武史さん（亀嵩）
　　　　　若月　利晴さん（阿井）
優良賞　　坪倉　文雄さん（阿井）
　　　　　大坂　　茂さん（三沢）
　　　　　梅木　達也さん（馬木）
もち米の部（出品数８点）
最優秀賞　山根　俊弘さん（亀嵩）
優秀賞　　藤原　邦雄さん（横田）
優良賞　　糸原　　功さん（八川）
　　　　　（農）くびす　（亀嵩）

仁多米ブランド特別賞（荷受戸数４８８点）
最優秀賞　吉川　　誉さん（横田）
優秀賞　　菅田　孝文さん（阿井）
優良賞　　細木　　勇さん（馬木）
※仁多米ブランド特別賞
　仁多郡カントリーエレベーターに出荷されたコシヒカリ
を対象とし、審査基準は、①堆肥施用　②食味値
③整粒歩合　④荷受重量の４項目を総合評価し、
「売れる仁多米」として、上位３名を表彰するものです。

　３月26日、役場仁多庁舎に
おいて、奥出雲町国際交流協
会の藤原弘道会長から考える
ＳＺＯＲＯＢＡＮ日本普及会の
石井康雄さんに新品のそろば
ん50挺を寄贈しました。
　藤原会長は「そろばんを通して
町とハンガリーの友好がますま
す発展することを願います」と述
べ、そろばんを手渡しました。
　寄贈したそろばんは松屋算
盤店から奥出雲町国際交流協
会に寄附されたもので、平成
26年度から考えるＳＺＯＲＯＢ
ＡＮ普及会を通じてハンガリー
へ50挺ずつ寄贈しています。

　町では起業、創業、事業拡大
に挑戦しやすい環境を整えること
を目的とした人材育成事業とし
て、昨年11月から地域課題解決
や新たな活動の展開を支援する
「奥出雲まなぶもん學校」を開催
してきました。
　３月24日には、実践クラスと事
業クラスの12組の受講生がそれ
ぞれの想いをカタチにした事業や
プランを70人の参加者を前に発
表しました。発表後には、参加者
と発表者が意見交換をする場が
設けられ、今後の展開について活
発な話し合いが行われました。

　山林資源を活用した木炭製造
を行っているやま子会から町内の
図書室に図書カード10万円の寄
附をいただきました。
　活動を始めてから10年を迎え
る節目に地域へ恩返しをしたいと
いう申し出があり、４月４日、カル
チャープラザ仁多図書室で贈呈
式が行われ、やま子会の長谷川
重夫会長と松原征洋副会長から
各図書室長に図書カードが手渡
されました。
　新しい図書の購入のため、有
効に活用させていただきます。あ
りがとうございました。

　４月から町内小中学校に入学
する児童生徒のための反射たす
きが雲南地区交通安全協会から
寄贈されました。
　３月23日、役場横田庁舎にて
行われた贈呈式では、同協会の
深田登志美事務局長から塔村
教育長へ反射たすきが手渡たさ
れました。
　塔村教育長は「児童生徒の交
通安全のため、有効に役立たせ
ていただきます。」とお礼の言葉
を述べました。
　反射たすきは各小中学校を通
じて、新入生に配布されます。

　３月27日、間伐などによる森
林整備や、切り出した間伐材に１
ｔあたり6,000円の商工会商品
券を交付することで消費喚起に
貢献してきた奥出雲町オロチの
深山きこりプロジェクト実行委員
会に、奥出雲町商工会から感謝
状が贈呈されました。
　感謝状を受け取った響繁則実
行委員長は「関係各位の支援に
よりこれまでの活動を行うことが
できた。今後もこの活動を続けて
いくため、多くの方の協力や参画
をお願いします」と語られました。

　島根県では、暮らしの中で育
まれ受け継がれてきた伝統工芸
品を「島根県ふるさと伝統工芸
品」に指定し、その伝統工芸品の
製造に従事し、技術を継承する
方を対象にした島根県ふるさと
伝統工芸品技術後継者表彰を行
っています。
　このたび、奥出雲銘木製品の
製造に従事されている堀江隆司さ
んが本表彰を受賞されました。
 堀江さんは、釘などを一切使わ
ない木組みの卓越した技術を持
ち、その技術の継承と向上に精
励され、伝統工芸品の振興に寄
与された功績が顕著であること
が認められました。

　町では、今後の高齢者福祉施策及び障がい福祉
施策の方向性を示す「奥出雲町老人福祉計画」及び
「第５期奥出雲町障がい福祉計画・第１期奥出雲町
障がい児福祉計画」を策定しました。
　奥出雲町老人福祉計画策定委員会、奥出雲町障害
福祉計画策定委員会では、昨年より町長から諮問を
受け、計画について審議を行ってきました。この間、町
民の皆さんからは、パブリックコメントを通してご意見
をいただき、検討を重ねました。
　このたび、各策定委員会の答申がまとまり、平成30
年3月30日に岩佐俊秀委員長、植田泰正委員長から
勝田町長へそれぞれの計画書が手渡されました。

　町内の専門学校２校の学生が夢と希望を胸に卒業
式を迎えました。
　３月10日にカルチャープラザ仁多で行われた島根
リハビリテーション学院の卒業式では、理学療法学
科22人、作業療法学科14人が卒業し、友達や先生と
の別れを惜しみつつ新天地へと巣立ちました。
　３月23日には島根デザイン専門学校の卒業式が行
われ、ビジュアルデザイン科２人、研究科２人が卒業
しました。この地で過ごした日 を々振り返り、感謝の気
持ちを伝え、数々の作品を生み出した学舎を後にしま
した。

　３月議会で監査
委員の選任が同
意され、４月１日付
けで谷尻一徳さん
（阿井）が再任さ
れました。４年間
よろしくお願いし
ます。

▲感謝の言葉を述べる
　堀川将太さん
　（島根リハビリテーション学院）

▲答辞を述べる
　春日由紀さん
　（島根デザイン専門学校）▲3月30日に両委員長から勝田町長へ計画書が手渡された

酒米の部（出品数４点）
最優秀賞　松崎　博一さん（八川）
優秀賞　　石原　吉德さん（八川）
　　　　　荒川　俊晴さん（鳥上)

平成２９年度奥出雲町良質米品評会

そろばんを寄贈
　ハンガリーの算数教育に役立てる

奥出雲まなぶもん學校発表報告会
　　　　　12の新しい挑戦を応援

やま子会（三成）から図書カードの
　　　　　 寄附をいただきました

▲発表の様子▲藤原会長から石井さんにそろばんを渡す ▲贈呈式の様子

交通安全の一助に
反射たすきをいただきました

奥出雲町商工会から感謝状が贈呈
オロチの深山きこりプロジェクト実行委員会
  

島根県ふるさと伝統工芸品
技術後継者表彰
　   堀江隆司（横田）さんが受賞

▲植田良二商工会長から感謝状を受け
　取る響実行委員長

▲贈呈式の様子 ▲受賞された堀江さん

▲受賞された方々

思い出の学び舎からの巣立ち
　　　　　　　専門学校２校で卒業式

奥出雲町監査委員に谷尻一徳さんが再任

奥出雲町老人福祉計画及び
第５期奥出雲町障がい福祉計画・第１期
奥出雲町障がい児福祉計画を策定

そ ろ ば ん

～まちのできごと～　
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役
場
か
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

骨髄移植
ドナー支援事業

平成３０年４月から
国民健康保険制度の一部が変わりました

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【お問い合わせ先】
健康福祉課　地域包括支援グループ
　　　　　　有線　３１－５１３４　電話　５４－２５１２

【お問い合わせ先】
健康福祉課　医療介護保険グループ　
　　　　　　有線：３１－５１２１
　　　　　　電話：５４－２５１１

　公益財団法人日本骨髄バンク
が実施する骨髄バンク事業にお
いて、骨髄・抹消血幹細胞提供
者となった方に対し、ドナーの負
担軽減を図ることを目的に補助
金を交付します。支給額は骨髄
の提供に係る通院又は入院の日
数×２万円です。ただし、１回の
骨髄等の提供につき１４万円を
限度とします。詳細は下記にお
問い合わせください。

　島根県では平成３０年（２０１８年）４月より若年性認知症コーディネーターが２名配置されました。
６５歳未満の方で物忘れでお困りの方はぜひご相談下さい。

○保険税の納付先や保険給付の申請、各種届出の窓口は
　これまでどおり、お住まいの市町村で変わりません。

＊被保険者証兼高齢受給者証の場合、表示される項目が一部異なります。

【例：平成３０年７月に島根県Ａ市から島根県Ｂ市に転居された場合】

◆◇新エネルギー設備導入促進事業奨励金◇◆
　奥出雲町では、石油代替エネルギーの確保や地球温暖化対策を推進するため「奥出雲町新エ
ネルギー設備導入促進事業奨励金」を助成しています。助成の対象は、次のとおりです。

【対　象　者　等】 下表の対象機器・設備を、町内の住宅または事業所に設置しようとする方。
【対象機器・設備】 対象機器･設備および奨励金額等は次のとおりです。

【申　請　方　法】 申請書に必要書類を添付し、役場農林土木課まで提出ください。
 また、機器を設置しようとされる２週間前には申請書を提出ください。
【申　請　期　限】 区分①～④については、平成31年1月31日(木)まで。
 区分⑤、⑥については、平成31年2月28日(木)まで。
 （ただし、申請額が予算に達したら受付を終了します。）
※この奨励金は、島根県太陽光発電等導入支援事業補助金（1kWあたり
1万円）の助成を受けています。

※機器設置後の申請は、奨励金の対象外となりますのでご注意ください。

このようなサインは
認知症の可能性があります

　変わった主な点は、次のとおりです。

○保険者に県が加わり、資格取得・喪失は県単位になりました。
　●島根県内での転居の場合、国保の資格は変わりません。
　●転居後の市町村において、改めて保険証が交付されます。
　●他県に転居した場合には、国保の資格の取得・喪失が生じます。
　＊市町村への転入・転出届はこれまでと同様に必要です。

○高額療養費の多数回該当の通算方法が変わります。
　これまで市町村をまたいで転居した場合、国保の資格を喪失するため高額療養費の該当回数は通
算されませんでした。
　平成３０年４月以降は、島根県内での住所異動で世帯の継続性が保たれている場合は、該当回数
が通算できるようになりました。

○被保険者証（保険証）等の様式が変わります。
　●島根県が保険者に加わることに伴い、保険証や限度額適用認定証等の様式が変更になります。
　●７０歳から７４歳までの方が対象となる高齢受給者証と保険証が一つにまとめられて、「国民健康
保険被保険者証兼高齢受給者証」となります。

　●島根県内すべての市町村において、毎年８月１日更新となります。
　●平成３０年７月３１日までの間は旧様式の保険証が使用できます。有効期限をご確認のうえ、医療
機関の窓口等で提示してください。

【申請先・お問い合わせ先】
農林土木課  農林管理グループ
有線　２０－４２２１
電話　５２－２６７３

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

A市／1回目平成30年3月まで A市／2回目 A市／3回目 B市／1回目 B市／2回目 B市／3回目 B市／4回目

島根県／1回目平成30年4月から 島根県／2回目島根県／3回目島根県／4回目島根県／5回目島根県／6回目島根県／7回目

若年性認知症コーディネーター配置のお知らせ

環境保全のための奨励金制度をご活用ください

①

②

③

④

⑤

⑥

太 陽 光 発 電 設 備

L E D 照 明 機 器

蓄　　　電　　　池

太 陽熱利用設備
（ソーラーシステムに限る）
ペレット・薪ストーブ
火鉢及び暖炉、薪風呂等
林地残材集積装置

出力1kWあたり5万円（上限20万円）
ただし、パナソニック製以外は出力1kWあたり3万円（上限12万円）
対象経費1万円以上でその10％以内
ただし、①太陽光発電設備を同時に設置する場合のみ対象
定額10万円（ただし設置経費を上限とする。）
ただし、①太陽光発電設備を同時に設置する場合のみ対象

設置経費の1/2（上限30万円）

対象経費1万円以上でその25％以内（上限5万円）

購入経費の1/2（上限30万円）

区分 対象機器 奨励金額等

  

島根県内市町村間
での転居 ここから多数回該当

ここから多数回該当

【お問い合わせ先】
健康福祉課  健康づくり推進グループ
　　　　　有線　３１－５１４４
　　　　　電話　５４－２７８１

県名が入ります

【新様式】

県名が入ります

市町村による資格管
理開始日が入ります

これまでどおり、
お住まいの市町村

印

島根県
国民健康保険　　　　有効期限 平成31年7月31日
被保険者証
記号番号　00-1234567890
氏名　島根 太郎
生年月日　年　月　日
適用開始年月日

交付者名　●●市

交付年月日　年　月　日　　性別
世帯主氏名　島根 太郎
住所　●●市▲▲町123-45
保険者番号　32 x x x x
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平成29年度の自治会長さんが決定しました
平成30年度の自治会長さんが決まりましたのでお知らせします。
各地区・各自治会でのまとめ役として、４月から１年間お世話になります。

1年間よろしくお願いします
平成30年度の自治会長さんが決定しました平成30年度の自治会長さんが決定しました
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事務局長 　　 事務局次長　　　  課長　勝部　賢治　　主任　児玉　麻里　　職員　高橋　大致　　嘱託員　加藤智恵子
  重村　雅和　  兼職　景山　賢一　　係長　岡田　悠佑　　主任　北原　展一　　職員　中林　　司　　嘱託員　佐藤　彩香
　31-5350  　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　  主任　恩田　　梢

役場の行政機構と職員配置 平成30年4月1日現在

仁多庁舎のご案内

横田庁舎のご案内

1階　町民課・出納課・健康福祉課・地域包括支援センター
2階　福祉事務所・地域づくり推進課・農業振興課・農業委員会・（農業公社）
3階　総務課・企画財政課・商工観光課
1階　税務課・教育委員会（教育魅力課、結婚・子育て応援課）・水道課
2階　農林土木課・（土地改良区）・建設課・（土地開発公社）
3階　議会事務局

町　長　勝 田 康 則　　副町長　奥 原　 徹   
課名・課長 課長補佐 グループ名 グループ員 主　な　担　当　事　務

秘書、告示・公告、自治会、情報公開、広報
公聴、選挙、議会等

儀礼、職員人事・給与、栄典・表彰等

消防・防災、自衛官募集、地域情報化、ケー
ブルテレビ、インターネット、情報通信協会等

公有財産管理、嘱託登記等

地方創生、総合計画、過疎・辺地計画、国
土利用計画、統計調査、ふるさと応援寄附、
財政指標、地方交付税、予算編成、決算資
料、土木工事等に係る入札等
横田庁舎での戸籍・住民票・国民健康保
険・後期高齢者医療・介護保険・国民年金・
生活支援・福祉の窓口業務等
諸税の申告受付・賦課・収納・諸証明、固定
資産評価、口座振替手続、電算システム保
守管理、横田庁舎管理等

債権管理、滞納整理等

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火葬許
可、諸証明、国民年金、マイナンバーカード、
人権擁護、税務課、結婚・子育て応援課の
窓口業務等
男女共同参画、日本赤十字、旅券、町営住
宅管理、交通安全、防犯、可燃物等収集、し
尿処理、斎場、墓地、犬の登録、地球温暖化
防止対策、環境保全、建設課、水道課の窓
口業務等
国民健康保険、後期高齢者医療、介護保
険事業、介護老人保健施設、訪問看護事
業特別会計、地域医療政策、地域包括ケ
アシステム等
健康増進、感染症予防、がん予防、生活習
慣病予防、食生活指導、母子保健、精神保
健、献血等

訪問看護（介護・医療）

高齢者の総合相談、介護予防支援業務、
地域支援事業、認知症支援事業、在宅医
療介護連携支援相談業務等

企画員　三澤久美子　嘱託員　恩田　政明
企画員　稲岡　宏典　　　　　平井　優樹
主任主事　佐伯　　綾
係　長　恩田　一博　主任主事　練田　有紀
企画員　福田貴美子
企画員　景山　賢一
主　事　内田　直輝

主任主事　伊豆麻衣子　嘱託員　稲垣　和利
主　事　松﨑　　慎　嘱託員　松原美由紀
主任主事　吉川　晋吾
主任主事　友塚　　彰

係　長　青木　秀樹　主任主事　廣田　駿二
企画員　渡部　英子　主　事　篠原　健二
主任主事　藤原　雄斗　　　　　　土江由起夫
主任主事　藤原　二朗
企画員　石原ゆう子
主　事　石原　百華

企画員　落合　和宏　企画員　田部　昭吾
企画員　三島美代子　嘱託員　藤原　幹久
企画員　足木　嘉宏　嘱託員　安部　孝幸
企画員　渡部　靖子
企画員　若槻さとみ　嘱託員　阿合　好美
嘱託員　太田　昌人
企画員　景山　佳世
主任主事　高橋　淳美
主　事　佐伯　美奈

企画員　野村　拓也　嘱託員　岸本　三雄
主任主事　落合　健介　嘱託員　足立　隆志
主　事　寺田　勇一　嘱託員　景山　和広
嘱託員　田部　光則　嘱託員　木原　圭二
　　　　　　　　　　嘱託員　和久利志保
企画員　渡部　久子　主　事　小村　尚史
企画員　飯塚　宏江
主任主事　和久利　司

主任保健師　北原　晴美　保健師　奥山　智美
主任保健師　藤原　敬子　保健師　内田　あき
主任保健師　加納　　優　嘱託員　谷山　直子
保健師　松本　直子
主任看護師　藤原　知美
嘱託員　萩原　陽子
主任保健師　鹿野　咲子　嘱託員　藤原　直美
　　　　永瀬　直子　嘱託員　石見　千秋
企画員　田中布美子　
嘱託員　内田いずみ

総務課    （54-2505）
　課長　藤原　　努
　　31-5220

　  
　情報通信協会   
　　　     （54-2525）

企画財政課（54-2522）
　課長　江角　　啓
　　31-5240

税務課    （52-2671）
　課長　石原　啓子
　　20-4201
　調整監　石原みゆき
　　20-4101

町民課    （54-2510）
　課長　若月　勝久
　　31-5100

健康福祉課（54-2511）
　課長　杠　　康彦
　　31-5120

（54-2781）

　調整監　稲田やよい
　　31-5131

江角　浩司 　
　31-5224

糸原　和弘
　31-5222
石原　重夫
　31-5221

岸本　義弘
　31-5230

石原　耕司　
　31-5241

兼職  石原みゆき
　

恩田　慎司 　
　20-4251

岡田　光弘 　
　20-4258
佐藤久美子
　31-5101

石原　和夫
　31-5102

田中　　修
　31-5121

陶山　初美
　31-5141

上田　礼子
　31-5785
兼職　稲田やよい
（主任介護支援専門員）

総務グループ
　31-5225　31-5229
　31-5233
人事グループ
　31-5226　31-5227
危機管理情報グループ
　31-5228　31-5251
　31-5252
財産管理グループ
　31-5231　31-5232

企画財政グループ
　31-5242　31-5244
　31-5243　31-5245

町民福祉グループ
　20-4102　20-4103

税務グループ
　20-4252　20-4255
　20-4253　20-4259
　20-4254
債権管理グループ
　20-4256　20-4257
戸籍グループ
　31-5103　31-5104　

町民グループ
　31-5105　31-5107
　31-5106　31-5108

医療介護保険グループ
　31-5122　31-5123

健康づくり
　　推進グループ
　31-5142　31-5143
　31-5144
訪問看護ステーション
（54-2000）　31-5785
地域包括支援センター
（54-2512） 
　31-5132　31-5134
　31-5133　31-5135

雲南広域連合
島根県

三　成　駅　前 奥出雲町観光協会

サイクリングターミナル 奥出雲町まち・ひと・しごとセンター「奥サポ」

地域おこし
協力隊

地域おこし
協力隊

企画員
（社会福祉士）
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企画員　川角　健一　　　　　長谷川由樹
企画員　山田　直樹　　　　　井上　　晃
主任主事　山根　恵里　ALT　ベロニカ・ペレス
主任主事　野村　紀子　ALT　キャメロン・ティプトン
嘱託員　源　　淳子
校務技士　矢野　厚道
校務技士　伊藤　公子
校務技士　大谷　淑子
校務技士　山根真里子 
校務技士　赤名　祐子
校務技士　藤原　章剛
校務技士　膳棚　智子
校務技士　嵐谷　三穂
校務技士　藤原　茂美
校務技士　佐伯　順子
校務技士　川西　雄二 
校務技士　佐伯　　茂
企画員　千田美保子
主任主事　宍戸　俊悟
主　事　安部　有紗

係長　　　　　　　主任 
　元山　貴光 　高橋　伸也
　　20-4269　　　　　　　20-4320
企画員　三澤　芳章
主任主事　須谷嘉奈子
主任主事　藤原　知恵
保健師　立石　琴美

課名・課長 課長補佐 グループ名 グループ員 主　な　担　当　事　務
障がい者(児)福祉、ひとり親家庭・寡婦福
祉、福祉医療、乳幼児等医療、児童生徒医
療、児童扶養手当、女性相談、ひきこもり支
援等
生活保護、生活困窮者自立支援、養護老
人ホーム、民生児童委員、社会福祉法人、
高齢者福祉等
上水道事業

公共下水道事業、農業集落排水事業、合
併処理浄化槽事業等
空き家対策、建築建物、地域交通、奥出雲
交通

地域活性化対策、定住対策、小さな拠点づ
くり、まち・ひと・しごとセンター

観光振興のための政策・企画、三井野原ス
キーリフト事業、自然公園に関する業務、観
光施設等の整備・維持管理等、奥出雲町
観光協会との連携、企業誘致、産業振興、
起業・創業支援、雇用対策、景観保全、尾
原ダム湖周辺地域活性化、県人会、観光関
連施設の管理・運営等
観光客誘客に関する事業・イベントやツアー
の企画・実施、観光ＰＲ、観光関連団体との
連携
地域農業計画、担い手育成、農地利用集
積、中山間地域等直接支払、多面的機能
支払、人･農地プラン等
農業制度資金、水田農業及び米需給調
整、仁多米振興、経営所得安定対策、環境
保全型農業直接支払、畜産振興、特産振
興、産直振興、有機農業、６次産業化、有害
鳥獣対策、国営農地開発事業等

森林整備事業、保安林等に関する事務、山
林地籍調査、特用林産等
新エネルギー、バイオマス利活用、小水力
発電等
農業農村整備事業、農道・林道整備事業、
農林土木災害等
土地改良事業、坂根ダム施設管理等

道路・河川・橋梁の維持管理、法定外公共
物の管理、用地等の収用、都市公園整備
管理、土地開発公社等
町道改良・修繕、交通安全施設整備、公共
土木災害、道路除雪等

出納一般、決算事務、用品管理等

企画員　難波　輝彦　嘱託員　石見　　浩
企画員　藤原　智恵　嘱託員　宇田川真子
企画員　眞綿　由加　嘱託員　川西　愛奈

企画員　宮本　直子　嘱託員　森脇　保子
社会福祉士　友塚　真弓　嘱託員　堀江　寿子
主　事　深田　将平　嘱託員　山田　美鶴
企画員　藤原　吉晴　嘱託員　田中　利博
主任主事　長谷川　稔　嘱託員　森山須美雄
主　事　大塚　雅也　嘱託員　秦　　栄二
企画員　平良　直也　主任主事　山崎　進也
企画員　梅木　美穂　嘱託員　細木　千穂
主　事　細田　尚平

企画員　安部　宏明
主任主事　中村　有希

企画員　前田　朝輝　嘱託員　内田　裕紀
企画員　三成　由美　嘱託員　石原　淳子
主任主事　井上真由香　　　　　大西　健太

事務局員　グナワラデナ･サミーラ
事務局員　川西　美春
　　　　福間　芳行
企画員　山田　和彦　嘱託員　浅野　保男

企画員　西村　英資　主　事　黒川　弘海
企画員　中林　　匠　主　事　佐伯　智大
企画員　佐藤　俊一
企画員　佐々木聡志　　　　　佐藤　邦和
企画員　高橋　　覚　　　　　長本　寛司

企画員　川西　博司　主　事　漆谷　大樹
企画員　赤名　和弘　嘱託員　久井　　一 
企画員　陶山　　泉　嘱託員　堀江　寿彦
主　事　藤原　祥央
主任主事　山根　昌平
主任主事　景山　隆成
職員
  植田　秀昭　　落合　央行　　恩田美和子
　　20-4521　20-4522
企画員　平田　昭憲　嘱託員　井上　　満
企画員　浅野　龍城　嘱託員　藤原　昭彦

企画員　田食　晃隆　企画員　安部　俊光
企画員　陶山　俊治
主任主事　足立　　剛　主　事　木地谷　航
主任主事　尾﨑　泰明
嘱託員　鳥居ゆきみ   
 

福祉事務所 （54-2541）
　所長　末森利江子
　　31-5377 

水道課  （52-2676）
　課長　千原　明浩
　　20-4280 

地域づくり推進課   
　　　　　 （54-2524）
　課長　高尾　昭浩
　　31-5260 
　管理監　加納富美夫
　　31-5268
　　      　　 　　　
　　　   （54-0022）

商工観光課 （54-2504）
　課長　本山　宏人
　　31-5261

　奥出雲町観光協会
　　　       （54-2260）

農業振興課 （54-2513）
　課長　荒川　佳史
　　31-5280 

　
　農業公社　　　
　　　       （54-0881）

農林土木課 （52-2673）
　課長　秋田　和浩
　　20-4210 

 

　土地改良区
　　　    （52-2112）

建設課  （52-2675）
　課長　舟木　　長
　　20-4230
　調整監　松原　三美
　　20-4236 

出納課  （54-2545）
　会計管理者
　　和久利民男
　　　31-5110

佐佐木孝雄
　31-5370

森田　近子
　31-5371

嵐谷　　勉
　20-4282

森山　　昇
　20-4281
佐伯　幹夫
　31-5262
高橋　千昭
　31-5267

センター長
　渡部　昭雄
石橋　　悟
　31-5265

事務局長
　早川　正樹

谷山　貴宣
　31-5282

松島　秀幸
　31-5281

鐵池　　淳
　20-4220

内田　芳夫
　20-4290
事務局長
　藤原　治幸
　　20-4520　
長谷川哲夫
　20-4231

兼職  松原 三美

安部真理子
　31-5111

福祉グループ
　31-5375　31-5376
　31-5386

生活支援グループ
　31-5372　31-5373
　31-5374
上水道グループ
　20-4283　20-4285
　20-4284
下水道グループ
　20-4286　20-4288
地域づくり管理グループ
　31-5262

地域づくり推進グループ
　31-5267　 31-5270

商工観光グループ
　31-5266　 31-5265

農政グループ
　31-5288

農業生産グループ
　31-5283　 31-5284
　31-5285　 31-5286
　31-5287

農林管理グループ
　20-4221　20-4224
　20-4222
　20-4223
農林土木グループ
　20-4291　20-4292
　事務局次長 
　　安部　　博
　　　20-4517
建設管理グループ
　20-4232　20-4233

土木グループ
　20-4239　20-4240
　20-4235
　20-4234　20-4237
出納グループ
　31-5112

事務局長兼職
　荒川　佳史

事務局次長 繁殖育成センター長 嵐谷　　透　　事業係長　渡部　　健
　松﨑　康人 第2繁殖育成センター長 原　　伸二　　主任　　　兒玉　真也
　　31-5295 第2繁殖育成センター長代理 松﨑　孝佳　　主任　　　佐藤　幸信　　係員　渡部　　憲
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地域おこし
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書　　記　谷山　貴宣　書　　記　山田　和彦 
 
書　　記　総務課職員　書　　記　税務課職員

事務局長　　　　　局長補佐
　森山　正人　　　　安部　陽子
事務局長
　吉川　明広
事務局長　　　　　次長
　藤原　　努　　　　石原　啓子

議会、監査委員事務等

農地管理、農業者年金

各種選挙の執行・管理等

議会事務局（52-2678）
　20-4207　 20-4209
農業委員会（54-2514）
　31-5289　 31-5297
選挙管理委員会
　　　 　（54-2505）

課名・課長 課長補佐 グループ名 グループ員 主　な　担　当　事　務
教育魅力化、教職員人事、文教施設管理、
学校の指導管理、児童・生徒就学援助、学
校給食等

社会教育、生涯学習全般、公民館、人権同
和教育、社会体育、ホッケー普及、文化振
興、文化財保護、国際交流等

スポーツ振興等

出会い・結婚応援、子育て支援、児童手当、
幼児園、放課後児童クラブ等

教育魅力課（52-2672）
　課長　堀谷　智樹
　　20-4322 

　　　　　 　　

 
　

　
　体育協会

結婚・子育て応援課
　　　 　（52-2206）
　課長　永瀬　克己
　　　20-4270 

派遣指導主事
桑山　　悟
　20-4324
長谷川史郎 　
　20-4329

派遣社教主事
古澤　俊司
　20-4265
和久利佐由里
　20-4261

事務局長
兼職
　堀谷　智樹
加藤智恵美 　
　20-4271

学校教育グループ
　20-4324　20-4326
　20-4325

　54-9020　21-1518
　54-1015　31-1015
　54-9030　33-0359
　57-0012　71-0012
　56-0033　62-0033
　54-0777　81-0777
　52-0129　20-0129
　52-0165　20-0165
　52-0211　20-0211
　53-0109　30-0109
　54-1125　36-1125
　52-2331　20-2331
地域学習推進グループ
　20-4262　20-4263

　54-1504　22-1504
　54-1311　31-1311

　57-0616　71-0616
　56-0001　62-0001
　54-0331　81-0331
　52-1019　20-1019
　52-2022　20-4700
　52-0241　20-0241
　53-0201　30-0201
　次長
　兼職
　　和久利佐由里
結婚・子育て応援
　　　　　　グループ
　20-4272　20-4273
　20-4274　20-4275

布　勢 
三　成 
高　尾 
亀　嵩 
阿　井 
三　沢 
鳥　上 
横　田 
八　川 
馬　木 
仁　多
横　田

 
布　勢 
三成中央

亀　嵩 
阿　井 
三　沢
鳥　上
横　田 
八　川
馬　木

小
　
　
　
学
　
　
　
校

中
学
校

公
　
　
民
　
　
館
　
　
等

農村環境改善センター図書室
　　54-2083　31-3013

館　長　山田　伸二　　主　事　安部　晴美
館　長　立石　典夫　　主　事　錦織　裕子　廣田　朗子

主任司書　石飛　明子　　司　書　飯國　淳子

館　長　高橋　栄子　　主　事　赤名　京子
館　長　郷原喜美子　　主　事　福田　展子
館　長　景山　良教　　主　事　川西世津子
館　長　高尾　富美　　主　事　福本　　愛
館　長　安部　茂寿　　主　事　宮川　俊治　　司　書　古田川和枝
館　長　糸原　　敬　　主　事　松﨑由紀子
館　長　若月　　薫　　主　事　青木　広美

教育長　塔 村 俊 介   

奥出雲町まち・ひと・しごとセンター「奥サポ」

奥出雲病院だより
　町立奥出雲病院では、３月13日から15日までの３日間、横田高校のインターンシップ（就業体験学習）で
高校２年生の４名を受け入れました。
　産科病棟では聴診器を使って新生児の心音を聞いたり、抱っこをしたりと小さな命に触れ合いました。
また、食事の介助を行なう中で、患者さんが食べ物を飲み込むまで
の様子を見守るなど観察力を要する業務も体験しました。
　患者さんとコミュニケーションを図るなかで、初日は緊張でうまく
できなかったことを課題として認識し、二日目は初日より大きな声
で、ゆっくりと話しをするなど短い期間で対応・克服していく姿が見
られました。
　この体験をとおして、「看護師だけでなく、助産師にも興味がでて
きた。」、「介護福祉士を目指しているが、なりたい気持ちがさらに
強くなった。」など、将来が楽しみな感想を述べていました。 ▲新生児の心音を聞く体験
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　ふるさと納税の企画運営を通して、地域の良い所と地域の
やってみたいを広くアピールしていきたいです。アピールしたい
良い所、やってみたい企画があれば声をかけてください。

２年生総合コース　インターンシップ２年生総合コース　インターンシップ

奥出雲の教育を考える
ミニフォーラム2018
奥出雲の教育を考える
ミニフォーラム2018

　3月13日～3月15日に2年生総合コースがインターンシップを行いました。奥出雲町内を中心
に、各企業で貴重な体験をさせていただきました。ご協力いただきました皆様、ありがとうござ
いました。

　3月17日、雲州そろばん伝統産業会館にて、横
田高校後援会主催で横田高校生による研究発表が
行われました。
　１年生が35時間かけて取り組んだ奥出雲学で
は、自らが課題を見つけ、20年後の奥出雲町が魅
力的になるような取組を提案し発表しました。ま
た、校内選考で選ばれた代表者が参加したシカゴ
留学では、「日米の図書館の違い」などそれぞれ
の設定したテーマの研究結果を報告しました。
　フォーラムの参加者は学びの成果を興味深く聞
き入っていました。

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

大塚　渚
【奥出雲病院 看護師】

坂本　弘恵
【奥出雲病院 看護師】

石原　百華
【税務課 主事】

佐伯　智大
【農業振興課 主事】

吉岡　有香里
【奥出雲病院 看護師】

大塚　雅也
【水道課 主事】

生まれた町で働けることを嬉し
く思います。町民の皆様のお役
にたてるよう頑張ります。

地元である奥出雲で看護師とし
て働けることがとても嬉しいで
す。日々努力し、頑張りたいと思
います。

笑顔を忘れず、町民の皆様の暮
らしがよりよいものになるよう尽
力したいと思いますのでよろし
くお願いします。

奥出雲町には素晴らしい文化・歴
史・産業があります。島根県と言
えば奥出雲町と言われるよう町
民の皆様と歩んでいきたいです。

看護師としてこれまで培ってき
た経験を生かし、町民の皆様の
お役に立てるよう精一杯頑張り
ます。

内田　あき
【健康福祉課 保健師】

町民の皆様の想いを大切にして
奥出雲町を元気にしていきたい
です。一生懸命頑張りますので
よろしくお願いします。

生まれ育った町で働けることを
嬉しく思います。今までお世話に
なった町民の皆様に恩返しがで
きるよう頑張ります。

新
規
採
用

職
員
の
紹
介

4
月
1
日
付
け
で
採
用
し
た

職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

地域おこし協力隊の紹介

地域おこし協力隊の卒業地域おこし協力隊の卒業

４月１日から新たに２人の隊員が町内で生活しながら
それぞれの分野で業務を行います。

３月31日付けで３人の隊員が任期を終了しました。
在任期間中は本町の課題解決に向けた活動に積極的に
取り組んでいただきました。

　奥サポにて移住定住コーディネーターとして活動して
いきます。よろしくお願いします。

磯田　菜保子（30）
　　移住定住コーディネーター
出雲市出身
ニックネーム　なほちゃん
趣味　アクセサリー作成

土江　由起夫（29）
　　奥出雲ファンドレイザー
　　　（ふるさと納税企画運営）
江津市出身
ニックネーム　つっちー、まゆげ先輩
趣味　映画鑑賞、旅行、読書、剣道有害鳥獣の捕獲・駆除実績

　奥出雲町では、年間を通じて有害鳥
獣捕獲班の皆さんに有害鳥獣を捕獲・
駆除していただいております。
　平成30年２月の捕獲・駆除頭数実績
をお知らせします。

　有害鳥獣による農作物被害がございま
したら、下記までご連絡下さい。
【お問い合わせ先】
　農業振興課農業生産グループ
　　　　　　有線：３１－５２８７
　　　　　　電話：５４－２５１３

捕獲班名 ニホンジカ イノシシ カラス
布勢
三成
亀嵩
阿井
三沢
鳥上
横田
八川
馬木
合計

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

１３
４
３９
４
７
２
７
６
７
８９

‐
７
４
‐
‐
‐
１
‐
‐
１２

▲奥出雲学の発表 ▲シカゴ留学の発表

３年間ありがとうござい
ました。木次の桜まつり
の日に木次線で奥出雲
町にやって来て３年が経
ちました。たくさんの方に
支えて頂き、助けてもら
いながら過ごすことがで
きました。また町のどこか
でお会いできるのを楽し
みしています。

内田　寿世
婚活支援員

学生時代から牛に関する
知識を学んできました
が、繁殖牛については地
域おこし協力隊に入隊し
てからは初めて管理しま
した。初めはなかなか上
手くいきませんでしたが、
奥出雲町の畜産農家の
皆様と農業公社の職員
の皆様のご指導で繁殖
牛の知識と技術を身にけ
付けることができました。
この３年間で得てきたこ
とを島根県の畜産に貢献
したいと思います。３年間
ありがとうございました。

伊藤　慶太
農業応援研修員（和牛）

３年間大変お世話になりました。お陰様でJECK（語学塾、翻訳会
社、ゲストハウス）も、今年の３月から本格稼働し、すでに世界４大
陸からのゲストがJECKに滞在されました。奥出雲町に語学学校
をつくるという最終目標を目指し、焦らずゆっくり完走したいと
思っております。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

李　蓮玉
起業独立型地域おこし協力隊員
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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

4
月
分
の
口
座
振
替
は

    

5
月
1
日（
火
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
12
項
目
で
す
。

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
）

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
上
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

２
０
２
２

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

『
真
夜
中
の
パ
ン
屋
さ
ん
』　  

大
沼　

紀
子 

著

『
綴
ら
れ
る
愛
人
』             

井
上　

荒
野 

著

『
老
前
破
産
』                 

荻
原　

博
子 

著

『
初
陣
』 

今
野　

敏 

著

『
黙
殺
』 

 

畠
山　

理
仁 

著

『
メ
チ
の
い
た
島
』       

す
ぎ
は
ら　

ゆ
み
こ 

著

『
た
そ
か
れ
』                      

朽
木　

祥 

作

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

『
あ
き
な
い
世
傳
金
と
銀　

５
』高

田　
　

郁 

著

『
な
ん
で
も
自
分
で
修
理
す
る
本
』

片
桐　

雅
量 

著

『
そ
し
て
、バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た
』 瀬

尾　

ま
い
こ 

著

『
お
ま
じ
な
い
』                 

西　

加
奈
子 

著

『
精
鋭
』 

今
野　
　

敏 

著

『
も
う
ち
ょっ
と
も
う
ち
ょっ
と
』き

む
ら
ゆ
う
い
ち 

文

『
真
景
累
ヶ
淵
』                

金
原　

瑞
人 

著

5
月
の
休
室
日

月
曜
、祝
日

　
　
　

31
日【
月
末
休
室
】

御
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

仁
多
仏
教
会
様　

金
一
封

5
月
の
休
室
日

日
曜
、月
曜
、祝
日

　現存する日本最古の歴史書『古事記』。そ
の全３巻のうち、神話をあつかっている上巻
を取り上げ、240ページを超える本文の全ペ
ージにイラストを入れた絵物語に仕立てまし
た。そのゆたかなイマジネーションにあふれ
た物語を一気に読み通していただけるよう
に、日本を代表する童話作家、富安陽子さん
の息のかよった文と、国際的なアニメーショ
ン作家、山村浩二さんによる躍動感のある絵
で、神話の世界を生き生きとよみがえらせま
した。
　初めて『古事記』を読んでみようと思って
いらっしゃる方にぜひお薦めしたい１冊で
す。（出版社紹介より記載）

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

『絵物語　古事記』

→
富
安　

陽
子
∥
文　

山
村　

浩
二
∥
絵

　

偕
成
社　

刊
無
料
法
律
相
談
日
開
設
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

土
地
、建
物
、金
銭
の
貸
借
、

交
通
事
故
、夫
婦
親
子
、相

続
、少
年
非
行
な
ど
の
法
律
問

題
に
つ
い
て
、島
根
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
３
名
が
相
談

に
対
応
し
ま
す
。

　

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

◆
日
時

　

５
月
23
日
（
水
）

　

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

◆
場
所　

雲
南
簡
易
裁
判
所

◆
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

雲
南
簡
易
裁
判
所

　

☎
０
８
５
４‐４
２‐０
２
７
５

福
祉・保
育
の
就
職
フ
ェ
ア

に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

島
根
県
内
の
福
祉
事
業
所

の
人
材
確
保
及
び
福
祉
職
場

に
就
職
を
希
望
す
る
方
へ
の

支
援
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。

◆
日
時

　

５
月
20
日
（
日
）

　

12
時
〜
15
時

◆
会
場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

◆
内
容

　

事
業
所
に
よ
る
個
別
就
職

面
談
、
就
職
支
援
機
関
等
に

よ
る
個
別
相
談
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
島
根
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
５
２‐３
２‐５
９
５
７

無
期
転
換
ル
ー
ル
緊
急
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
無
期

転
換
ル
ー
ル
に
関
す
る
相
談

に
対
応
す
る
「
無
期
転
換

ル
ー
ル
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
‐
０
６
９
２
７
６

※
発
信
地
域
か
ら
最
寄
り
の

労
働
局
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

※
通
話
料
は
発
信
者
負
担
と

な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
８
５
２‐３
１‐１
１
６
１

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講
習

清
掃・調
理
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習

　

清
掃
・
調
理
の
技
術
を
学

ん
で
仕
事
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
日
時

　

６
月
18
日（
月
）〜
６
月
22
日

（
金
）の
５
日
間　

10
時
〜
16
時

◆
場
所

　

八
川
公
民
館

◆
対
象
者

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
の
就
業
を
希
望
さ
れ
る
60

歳
以
上
の
方

◆
内
容

　

主
に
介
護
施
設
や
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
の
仕
事
に
関

心
の
あ
る
方
が
調
理
補
助
や

清
掃
業
務
従
事
者
と
し
て
働

みんなの掲示板みんなの掲示板

く
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。

　

マ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

実
習
を
交
え
な
が
ら
、
期
待

さ
れ
る
基
本
的
な
知
識
・
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

◆
受
講
料

　

無
料

◆
募
集
定
員

　

12
名

◆
申
込
期
限

　

６
月
４
日
（
月
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奥
出
雲
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
４‐５
２‐０
２
９
４

島
根
県
国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集
！「
２
０
１
８

北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼
in

し
ま
ね
」

　

北
東
ア
ジ
ア
の
青
年
と
交

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
期
間

　

８
月
３
日（
金
）〜
８
月
８

日（
水
）（
３
泊
程
度
の
宿
泊
あ

り
）

※
事
前
研
修
、
ま
と
め
の
事

後
研
修
、
報
告
会
に
も
参
加

◆
対
象

　

18
歳
〜
30
歳
の
島
根
県
在

住
者
、
島
根
県
出
身
者

◆
参
加
費
用

　

無
料

　

集
合
場
所
（
松
江
市
内
）

ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担

◆
募
集
締
切

　

５
月
16
日
（
水
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２‐３
１‐５
０
５
６

平
成
30
年
度
自
動
車
税
の

　
納
期
内
納
付
に
つ
い
て

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５

月
31
日（
木
）で
す
。
必
ず
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
は
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
通
知
書
発
送
日

　

５
月
１
日
（
火
）

◆
納
付
場
所
・
方
法

　

金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
、ペ
イ
ジ
ー
納
付（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ・モ
バ
イ
ル
バ

ン
キ
ン
グ
、ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
）、パ
ソ
コ
ン・ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

　

収
納
管
理
課

　

☎
０
８
５
２‐３
２‐５
６
２
９

　

「
み
ん
な
の
掲
示
板
」
で

は
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
各
種

募
集
な
ど
様
々
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
役
場
総
務
課
総
務
グ

ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

電
話　

５
４
‐
２
５
０
５

　

有
線　

３
１
‐
５
２
２
５

環境にもお財布にもやさしい生活にチャレンジ！！
社会人は身だしなみが大切です。そこで増えるのがシャワー使
用量。
節水型・手元止水型節水シャワーヘッド
を使用すると、水の使用量とエネルギー
（燃料代）を両方節約でき、しかも使い心
地は変わりません。
身近なところからできるエコに取り組ん
でみませんか？
地球温暖化防止対策地域協議会・エコナイト（奥出雲町在住しまねエコライフサポーターの会）

 



古紙回収（布勢、阿井、三沢）

結婚・子育てｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ相談所（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
10：00～15：00

大腸がん検診（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、稲田、やりめ）
結婚・子育てｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ相談所（ｶﾙﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ仁多）
10：00～15：00
オレンジカフェ（パスカル）14：00～

４，５ヶ月児健診（H29年12月・H30年１月生）
出張年金相談（役場横田庁舎）10：00～15：30
古紙回収（横田、鳥上）
要害山 山城祭
胃がん検診・腹部エコー検査（役場仁多庁舎）

胃がん検診・腹部エコー検査（大谷・高尾）

憲法記念日

みどりの日
鯛ノ巣山安全祈願祭（山開き）
こどもの日

こころの健康相談日（役場仁多庁舎）9：00～17：00
大腸がん検診（八川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、大谷、雨川）
素読論語「仁多志学塾」（多根自然博物館）
３歳児健診（H26年９月・10月生）
出張年金相談（役場仁多庁舎）10：00～15：30
古紙回収（八川、馬木）

結婚相談所（雲州そろばん伝統産業会館）
10：00～12：00

物忘れ相談会（役場仁多庁舎）8：30～16：30
結婚相談所（社協仁多事務所）13：30～15：30
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5 の行事予定月
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